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く
悠
々
と
吐
き
、
ま
た
吸
う
。
た
だ
し
、
数
息
観
の
名
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
呼
吸
の
回
数
を
数
え
る
の
で
あ
る
。
吐
い
て
吸

っ
て
一
回
と
数
え
る
わ
け
で
あ
る
。
」
「
私
達
が
行
う
と
最
初
は
息
苦
し

く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
少
し
慣
れ
て
く
る
と
自
分
で
も
わ
か
る
ぐ

ら
い
に
呼
吸
の
感
覚
が
長
く
な
っ
て
く
る
。
又
、
回
数
も
最
初
は
十
回

も
し
な
い
で
気
が
散
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
も
次
第
に
回
数
が
増
し
て

く
る
。
こ
う
な
る
と
気
分
が
非
常
に
落
ち
着
き
、
心
な
し
か
疲
労
が
安

ら
ぐ
。
正
座
し
て
や
っ
て
も
よ
い
が
、
仰
臥
し
て
行
っ
て
も
よ
い
。
」
と

い
う
よ
う
に
、
実
践
的
な
文
章
ま
で
時
々
あ
ら
わ
れ
て
、
本
書
を
読
み

な
が
ら
書
斎
で
ち
ょ
っ
と
調
息
を
試
み
て
し
ま
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
本
書
は
実
践
書
で
は
な
い
の
だ
が
。

軽
妙
な
文
章
に
つ
ら
れ
て
一
気
に
読
み
進
む
が
、
長
年
養
生
書
の
研

究
に
研
讃
を
積
ま
れ
て
き
た
著
者
な
だ
け
に
、
終
章
に
近
づ
く
に
つ
れ
、

「
養
生
」
が
単
な
る
実
学
で
は
な
く
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
一
つ
の

思
想
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
懇
切
に
説
い
て
重
み
を
増
す
。
江
戸
時
代

の
日
本
人
が
自
己
の
身
体
と
向
き
合
う
と
き
、
単
な
る
肉
体
で
は
な
く
、

精
神
性
と
深
く
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
凝
視
し
て
き
た
こ
と
を
今
更
な

が
ら
納
得
さ
せ
ら
れ
る
。

な
お
本
書
は
対
象
を
研
究
者
で
な
く
一
般
読
者
に
想
定
し
て
い
る
た

め
、
基
本
用
語
の
説
明
も
た
い
へ
ん
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
。
「
養
生
」

に
関
心
の
あ
る
方
だ
け
で
は
な
く
、
医
学
史
研
究
一
般
の
入
門
書
と
し

て
も
お
勧
め
す
る
。

（
鈴
木
則
子
）

〔
大
修
館
書
店
、
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
’
二
四
、
電
話
○
三
’
三
二
九

五
’
六
二
三
一
、
平
成
十
三
年
六
月
一
日
、
Ｂ
六
判
、
一
九
七
頁
、
本

体
一
六
○
○
円
〕

『
毒
薬
は
口
に
苦
し
』

今
回
図
ら
ず
も
川
原
秀
城
東
大
教
授
の
「
毒
薬
は
口
に
苦
し
」
の
書

評
を
求
め
ら
れ
る
栄
に
浴
し
た
の
で
思
い
つ
く
ま
ま
述
べ
る
こ
と
に
し

た
。
本
書
を
見
て
第
一
に
、
中
国
本
草
書
の
歴
史
が
、
『
神
農
本
草
経
」
か

ら
始
ま
り
、
明
の
李
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」
が
現
わ
れ
る
ま
で
、
本
草

書
の
大
ま
か
な
内
容
、
分
類
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
一
貫
し
て
あ
り
、

し
か
も
道
教
の
影
響
が
強
く
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
筆
者
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
記
述
に
当
っ
て
専
門
書
、
研
究

害
の
よ
う
な
固
苦
し
さ
を
さ
け
、
平
易
に
誰
で
も
批
評
で
き
る
よ
う
心

掛
け
た
と
い
う
。

こ
の
二
点
を
と
っ
て
も
評
者
は
本
書
を
評
価
し
、
紹
介
の
労
を
い
と

わ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
は
Ａ
五
判
、
三
○
六
頁
か
ら
な
り
、
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
は
「
中
国
の
文
人
と
不
老
不
死
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
良
薬
は
口
に
苦
し
」
と
は
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
が
、
古
代
中
国
で
は

毒
薬
も
良
薬
も
と
も
に
同
じ
意
味
に
使
わ
れ
て
い
て
、
毒
薬
に
は
プ
ラ

ス
（
良
薬
）
と
マ
イ
ナ
ス
（
生
命
を
脅
か
す
薬
物
）
と
の
両
面
を
持
つ

川
原
秀
城
著
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て
い
た
と
い
う
。

第
一
部
は
「
本
草
学
ｌ
中
国
の
薬
物
学
」
で
、
中
国
最
古
の
薬
物
を

記
し
た
の
は
『
山
海
経
」
だ
が
、
薬
物
を
収
集
、
分
析
、
分
類
、
効
能
、

使
用
法
等
に
及
ん
だ
の
は
後
漢
中
頃
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
『
神
農

本
草
経
』
で
あ
っ
た
。
当
時
の
医
学
は
方
技
と
も
言
わ
れ
、
「
漢
書
」
芸

文
志
を
見
る
と
、
方
技
の
中
に
医
経
、
経
方
、
房
中
、
神
仙
と
い
う
分

類
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
本
草
書
の
編
集
理
念
に
神
仙
思
想
が
深

く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
三
百
六
十
五
種
に
及

ぶ
薬
物
の
上
・
中
・
下
経
の
三
分
類
は
以
後
の
本
草
書
の
薬
物
分
類
の

基
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
南
朝
・
斎
の
陶
弘
景
は
「
神
農
本
草
経
集
注
』
（
集
注
本
草
）
を

あ
ら
わ
し
、
薬
物
の
追
加
、
注
釈
を
加
え
た
。
彼
は
そ
の
他
多
く
の
害

を
記
し
て
い
る
が
、
上
清
派
（
茅
山
派
）
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
っ
た
か

ら
、
そ
の
「
集
注
本
草
』
も
当
然
道
教
の
影
響
が
に
じ
ん
で
い
る
、
つ

ま
り
本
草
書
の
理
論
的
背
景
の
神
仙
思
想
か
ら
道
教
理
論
に
と
シ
フ
ト

し
て
い
く
。
著
者
は
い
ろ
い
ろ
な
説
点
か
ら
本
書
を
高
く
評
価
し
て
い

ヲ
（
》
Ｏ

つ
い
で
唐
代
に
な
る
と
「
新
修
本
草
」
（
唐
本
草
）
が
こ
の
時
代
た
だ

一
つ
の
官
撰
本
草
害
で
そ
の
挙
げ
て
い
る
薬
物
も
八
五
○
種
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
集
注
、
新
修
本
草
は
我
が
国
に
渡
っ
て
医
学
教
育
の
テ
キ

ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
集
注
が
後
に
新
修
に
代
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
約
三
○
○
年
後
、
宋
代
に
な
る
と
印
刷
術
の
発
展
か
ら
官
民
あ

げ
て
の
本
草
が
次
々
と
生
れ
て
く
る
。
『
開
宝
新
詳
定
本
草
」
『
開
宝
重

定
本
草
」
（
開
宝
本
草
）
二
暴
祐
本
草
」
「
図
経
本
草
」
が
、
北
宋
末
期
に

な
る
と
「
経
史
証
類
大
観
本
草
」
（
大
観
本
草
）
「
政
和
新
修
経
史
証
類

備
用
本
草
』
（
政
和
本
草
）
が
出
た
。
後
二
者
を
「
証
類
本
草
』
と
い
う

が
、
「
嘉
祐
本
草
』
と
『
図
経
本
草
』
の
合
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
最
後

と
し
て
正
統
的
本
草
害
は
そ
の
姿
を
消
す
。

第
二
部
は
「
中
国
文
人
の
仙
薬
嗜
好
と
薬
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
と
な
っ

て
い
る
。

ま
ず
寒
食
散
に
つ
い
て
魯
迅
の
「
魏
晋
の
気
風
お
よ
び
文
章
と
薬
お

よ
び
酒
の
関
係
」
と
、
余
嘉
錫
の
「
寒
食
散
考
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

寒
食
散
は
何
晏
が
そ
の
流
行
と
弊
害
の
元
凶
で
あ
る
と
し
、
白
粉
（
鉛

中
毒
）
の
被
害
も
受
け
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
。
「
鍼
灸
甲
乙
経
』
の
著

者
、
皇
甫
誰
も
例
外
で
は
な
く
、
竹
林
の
七
賢
人
の
中
に
も
こ
れ
に
染

っ
た
も
の
が
い
た
し
、
仏
僧
の
中
に
も
い
た
。
そ
の
治
療
法
は
散
発
と

熱
酒
の
服
用
で
あ
っ
た
。

唐
代
二
○
名
の
歴
代
皇
帝
の
う
ち
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
を
含
め

る
と
多
く
の
皇
帝
が
錬
丹
中
毒
に
よ
り
命
を
お
と
し
、
さ
ら
に
高
官
、

文
人
、
墨
客
ま
で
こ
の
錬
丹
に
よ
る
死
亡
を
含
め
て
多
数
の
人
々
が
被

害
を
受
け
た
。

李
白
が
錬
丹
詩
人
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
詩
か
ら
も
沈
潜
ぶ
り

が
伺
え
る
。
韓
愈
は
錬
丹
ば
か
り
で
な
く
道
教
を
も
批
判
し
た
が
硫
黄

を
服
用
し
、
柳
宗
元
は
鐘
乳
石
を
愛
用
し
、
白
居
易
は
錬
丹
と
は
一
定

の
距
離
を
お
い
て
い
た
が
雲
母
を
服
用
し
た
。

最
後
に
出
土
品
か
ら
の
錬
丹
製
造
を
再
現
し
、
日
本
の
正
倉
院
に
残

る
薬
物
か
ら
当
時
の
貴
族
の
錬
丹
服
用
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
い
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ブ
（
》
０

以
上
本
書
の
内
容
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
紹
介
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

評
者
も
本
書
の
出
版
よ
り
や
や
早
く
「
講
座
道
教
第
五
巻
道
教
と

中
国
社
会
』
の
中
で
「
民
間
医
療
と
道
教
」
と
い
う
パ
ー
ト
を
受
け
も

っ
た
。
そ
の
中
で
期
せ
ず
し
て
本
草
が
道
教
と
深
く
結
ば
れ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
。
「
神
農
本
草
経
」
「
神
農
本
草
経
」
（
清
、
孫
星
術
）
「
本

草
集
注
」
「
新
修
本
草
』
『
図
経
術
義
本
草
』
（
『
道
蔵
』
に
収
録
）
の
中

で
そ
の
記
さ
れ
て
い
る
薬
効
か
ら
仙
薬
的
効
能
を
撰
ん
で
み
た
。
す
る

と
そ
の
第
一
位
は
軽
身
で
あ
り
、
身
を
軽
く
し
て
自
由
に
天
地
を
飛
翔

し
永
遠
の
生
命
を
得
る
仙
人
へ
の
憶
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
仙
人
の
ル

ー
ツ
は
羽
人
で
、
そ
の
身
は
や
せ
、
軽
く
、
翼
が
あ
り
、
飛
行
千
里
と

い
う
か
ら
現
在
の
飛
行
機
に
そ
の
姿
形
は
重
な
る
。
次
い
で
不
老
、
耐

老
、
不
天
、
益
寿
、
延
年
、
益
気
、
耳
目
聰
明
、
不
飢
な
ど
が
つ
づ
き

と
も
に
仙
薬
的
効
能
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

本
書
は
道
教
的
見
地
か
ら
見
た
本
草
害
の
流
れ
を
紹
介
し
、
さ
ら
に

附
随
し
て
こ
れ
か
ら
生
じ
た
不
老
不
死
の
願
望
か
ら
鉱
物
類
の
製
造
な

ど
も
詳
し
く
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
読
を
す
す
め
る
所
以
で
あ
る
。

（
吉
元
昭
治
）

〔
大
修
館
書
店
、
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
’
二
四
、
電
話
○
三
’
三
二
九

五
’
六
二
三
一
、
二
○
○
一
年
六
月
一
日
、
四
六
判
、
三
○
六
頁
、
本

体
一
九
○
○
円
〕

『
宗
田
文
庫
目
録
』

平
成
八
年
七
月
七
日
逝
去
さ
れ
た
宗
田
一
先
生
が
長
年
に
わ
た
っ
て

収
集
さ
れ
た
医
学
史
、
科
学
史
、
技
術
史
、
さ
ら
に
絵
画
な
ど
を
含
む

彪
大
な
資
料
類
が
宗
田
文
庫
と
し
て
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に

保
存
・
管
理
さ
れ
た
の
は
皆
様
既
に
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
保
存
さ
れ

る
迄
の
経
過
に
は
質
に
お
い
て
高
い
貴
重
資
料
を
数
店
の
古
書
店
が
購

入
の
為
動
い
た
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、
セ
ン
タ
ー
設
立
当
初
か
ら
先

生
が
専
門
と
さ
れ
た
本
草
史
、
国
学
史
、
医
史
学
の
共
同
研
究
に
携
わ

り
活
躍
さ
れ
た
、
生
前
の
御
遺
志
と
、
御
遺
族
の
献
身
的
な
努
力
に
よ

り
資
料
の
全
て
が
分
散
す
る
事
な
く
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
何

よ
り
も
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
、
山
田
慶
兒
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
医

史
学
者
、
セ
ン
タ
ー
内
外
の
研
究
者
の
尽
力
に
よ
る
。

筆
者
は
一
昨
年
よ
り
平
成
十
年
九
月
に
出
版
さ
れ
た
「
宗
田
文
庫
仮

目
録
」
（
総
五
八
五
頁
）
を
利
用
す
る
た
め
に
た
び
た
び
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
、
宗
田
文
庫
中
の
眼
科
史
に
関
す
る
貴
重
な
文
献
を
閲
覧
し
、
参

考
資
料
の
豊
富
さ
に
唯
々
感
激
し
、
多
く
の
示
唆
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
宗
田
先
生
が
お
元
気
で
あ
っ
た
頃
、
私
が
質
問
す
る
と
二
、
三
日
た

て
ば
数
点
の
資
料
を
コ
ピ
ー
し
て
お
渡
し
い
た
だ
い
た
。
今
こ
の
文
献

を
再
び
目
に
し
て
、
医
史
学
の
一
部
門
、
眼
科
史
を
紐
解
く
際
に
も
、

非
常
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
宗
田
文
庫
は
、
科
学
史
、
技
術
史
を
研

究
さ
れ
て
い
る
人
々
、
又
後
進
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
文
献
資
料
の
宝

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編


